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(54)【発明の名称】 液晶表示素子の駆動方法

(57)【要約】
【課題】  メモリー性を示す２周波液晶と高分子の液晶
複合組成物を多ドットマトリクス駆動できる液晶表示素
子の駆動方法を提供する。
【解決手段】  メモリー性を示す２周波液晶と高分子の
液晶複合組成物からなる液晶表示素子に対して、マトリ
クス状に配置した走査電極Ｒ１～Ｒｍと信号電極Ｃ１～
Ｃｎにパルス電圧を印加して、交差位置にある画素を散
乱または透明状態にする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  走査駆動部の出力端子に接続された走査
電極群と、信号駆動部の出力端子に接続された信号電極
群によりマトリクス状に画素が構成され、走査電極と信
号電極の間に液晶複合組成物成分のうちの一つはその誘
電率異方性が周波数によって異なる液晶が配置され、さ
らに、他の一つは高分子である液晶複合組成物が配置さ
れ、電圧無印加時において散乱状態又は透明状態又はそ
れらの中間状態からなる表示状態が安定であるメモリー
特性を有する液晶表示素子に対して、走査駆動部が走査
電極に、信号駆動部が信号電極にそれぞれ電圧を印加
し、それらの電圧の差を液晶複合組成物に印加する液晶
表示素子の駆動方法であって、全ての走査電極に走査リ
セットのための周波数の信号を、全ての信号電極にデー
タリセットのための周波数の信号を印加し、走査リセッ
ト信号とデータリセット信号の差からなるリセット信号
を全ての画素を構成する液晶複合組成物に印加して、全
画素を散乱状態又は透明状態にリセットする第１の期間
と、散乱状態又は透明状態となった全画素のある走査電
極を走査選択電極に選び、その他の走査電極を走査非選
択電極に選び、走査選択電極に書き込みのための周波数
の走査選択信号を印加し、ついで、消去のための周波数
の走査選択信号を印加し、同時に走査非選択電極には書
き込みのための周波数の走査非選択信号を印加し、つい
で、消去のための周波数の走査非選択信号を印加し、走
査選択信号に同期して信号電極に書き込みのための周波
数のデータ信号を印加し、ついで、消去のための周波数
のデータ信号を印加し、走査選択信号とデータ信号の差
からなる選択信号を走査選択電極上の画素を構成する液
晶複合組成物に印加して表示状態を選択し、また走査非
選択信号とデータ信号の差からなる非選択信号を走査非
選択電極上の画素を構成する液晶複合組成物に印加する
書き換え動作を行い、その後、次の走査電極を走査選択
電極に選んで前記書き換え動作を行い、該書き換え動作
を繰り返すことで全ての画素を構成する液晶複合組成物
の表示状態を書き換える第２の期間と、液晶複合組成物
のメモリー特性を利用して表示状態を保つ第３の期間と
を備えたことを特徴とする液晶表示素子の駆動方法。
【請求項２】  請求項１記載の液晶表示素子の駆動方法
において、前記走査選択信号とデータ信号の差からなる
選択信号を走査選択電極上の画素を構成する液晶複合組
成物に印加して表示状態を選択し、書き換え動作を行う
にあたり、選択信号の書き込み周波数信号の効果が消去
周波数信号の効果より十分に大きいことを特徴とする液
晶表示素子の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示素子の駆
動方法、詳しくは、表面にマトリクス状の電極を備えた
２枚の基板間に液晶複合組成物成分のうちの一つはその
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誘電率異方性が周波数によって異なる液晶であり、さら
に、他の一つは高分子である液晶複合組成物が配置さ
れ、電極に印加した電圧で液晶の状態を変化させて表示
を行う液晶表示素子の駆動方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】誘電率異方性が駆動周波数によって異な
る、いわゆる２周波液晶を、水酸基などの極性基を有す
る高分子と複合化した液晶表示素子が、特開平８－２４
０８１９号公報、特開平９－１２００５８号公報、特開
平２０００－２０６５１４号公報によって提案されてい
る。これらは、散乱状態と透明状態のメモリー表示が可
能である。いわゆる２周波液晶は、低周波領域では正の
誘電率異方性を示し、高周波領域では負の誘電率異方性
を示す液晶であって、その周波数の境界はカットオフ周
波数と称される。
【０００３】十分に高い低周波電界を印加後、電界をゼ
ロにすれば、透明状態を保持でき、カットオフ周波数よ
りも十分に高い高周波電界を印加後、電界をゼロにすれ
ば、散乱状態を保持することができる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記し
た従来の液晶表示素子の駆動方法は、省エネルギーの用
途には適しているが、これを応用した多数の情報が表示
可能なドットマトリクス駆動方法の提案はなされていな
いのが現状である。
【０００５】本発明は、上記状況に鑑みて、メモリー性
を示す２周波液晶と高分子の液晶複合組成物を多ドット
マトリクス駆動できる液晶表示素子の駆動方法を提供す
ることを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明は、上記した目的
を達成するために、
〔１〕書き込み時、散乱状態又は透明状態となった全画
素のある走査電極を走査選択電極に選び、その他の走査
電極を走査非選択電極に選び、走査選択電極に書き込み
のための周波数の走査選択信号を印加し、ついで、消去
のための周波数の走査選択信号を印加し、同時に走査非
選択電極には書き込みのための周波数の走査非選択信号
を印加し、ついで、消去のための周波数の走査非選択信
号を印加し、走査選択信号に同期して信号電極に書き込
みのための周波数のデータ信号を印加し、ついで、消去
のための周波数のデータ信号を印加し、走査選択信号と
データ信号の差からなる選択信号を走査選択電極上の画
素を構成する液晶複合組成物に印加して表示状態を選択
し、また走査非選択信号とデータ信号の差からなる非選
択信号を走査非選択電極上の画素を構成する液晶複合組
成物に印加する書き換え動作を行い、その後、次の走査
電極を走査選択電極に選んで前記書き換え動作を行い、
この書き換え動作を繰り返すことで全ての画素を構成す
る液晶複合組成物の表示状態を書き換える。
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【０００７】〔２〕走査選択信号とデータ信号の差から
なる選択信号を走査選択電極上の画素を構成する液晶複
合組成物に印加して表示状態を選択し、書き換え動作を
行うにあたり、選択信号の書き込み周波数信号の効果を
消去周波数信号の効果より十分に大きくする。
【０００８】このように構成したので、本発明によれ
ば、選択された画素の書き込みが十分に行われ、非選択
画素に対する書き込みは十分に抑止できるので、高コン
トラストで多数画素の表示が可能となる。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を詳細
に説明する。
【００１０】液晶表示素子の基本構成と製造方法につい
て具体的に述べる。
【００１１】図１は本発明のメモリー性を有する液晶表
示素子の基本構成を示す模式図である。ここでは断面模
式図が示されている。
【００１２】この図において、１，２は基板、３，４は
電極、５は液晶複合組成物、６，７はシール材を示す。
【００１３】本発明において、基板１，２は少なくとも
一方が透明であり、その材質は硝子、硬質硝子やポリエ
チレンテレフタレート、ポリカーボネート、ポリエーテ
ルサルホンなどの高分子フィルムを用いることができ
る。基板１，２の向かい合う面には電極３，４が形成さ
れており、電極が透明な場合にはその材質はＩＴＯと称
されるインジウムチンオキサイドが好ましい。素子を反
射型で用いる場合、電極の材質はアルミニウム、チタン
などの金属が好ましい。
【００１４】本発明において用いられる液晶複合組成物
とは、２周波液晶と高分子との複合物であって、特定周
波数の電界の印加により透明状態または散乱状態を保持
することによりメモリー性を示すものを指称する。使用
可能な２周波液晶としては、図２に示すような塩素原子
を有する化合物やＤＦ０１ＸＸ（チッソ株式会社）など
が挙げられるが、これらに限られるものではない。
【００１５】２周波液晶とともに使用される高分子は、
その前駆体を２周波液晶と共存下、光重合して高分子に
することが好ましい。その前駆体としては脂肪族水酸基
のような極性基とアクリル基またはメタクリル基を有す
ることが好ましい。
【００１６】具体的には２－ヒドロキシエチルアクリレ
ート、２―ヒドロキシエチルメタクリレート、３－ヒド
ロキシプロピルアクリレート、３―ヒドロキシプロピル
メタクリレート、４－ヒドロキシブチルアクリレート、
４―ヒドロキシブチルメタクリレート、５－ヒドロキシ
ペンチルアクリレート、５―ヒドロキシペンチルメタク
リレート、６－ヒドロキシヘキシルアクリレート、６―
ヒドロキシヘキシルメタクリレート、７－ヒドロキシヘ
プチルアクリレート、７―ヒドロキシヘプチルメタクリ
レート、８－ヒドロキシオクチルアクリレート、８―ヒ
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ドロキシオクチルメタクリレートなどがあげられる。
【００１７】また、単官能性アクリレート、単官能性メ
タアクリレート、多官能性アクリレート、多官能性メタ
アクリレート、例えば、２－エチルヘキシルアクリレー
ト、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、Ｒ－１
６７（ジアクリレート、日本化薬）などがあげられる
が、これらに限定されるものではない。
【００１８】上記したように、前駆体の光重合に使用さ
れる光重合開始剤としては、２－ヒドロキシ－２－メチ
ル－１－フェニルプロパン－１－オン（メルク社製ダロ
キュア１１７３）、２－メチル－１－〔４－（メチルチ
オ）フェニル〕－２－モルホリノプロパノン－１（チバ
・ガイギー社製イルガキュア９０７）などがあげられる
が、これらに限定されるものではない。
【００１９】次に、本発明の液晶表示素子の駆動方法に
ついて説明する。
【００２０】図３を参照して、本発明の液晶表示素子の
駆動方法を説明する。
【００２１】列は走査電極、行は信号電極の一部を示し
ており、本発明を用いて駆動される液晶表示素子の画素
構成は単純マトリクスであるため、走査電極Ｒ１～Ｒｍ
と信号電極Ｃ１～Ｃｎのｍ×ｎのマトリクスで表すこと
ができる。走査電極Ｒａと信号電極Ｃｂ（ａ，ｂはａ≦
ｍ，ｂ≦ｎを満たす自然数）との交差部分の画素をＰａ
－ｂとする。また、これらの電極群はそれぞれ走査駆動
ＩＣ（走査駆動部）１０、信号駆動ＩＣ（信号駆動部）
１１の出力端子に接続されており、これらの駆動ＩＣ１
０，１１から各電極に電圧を印加する。
【００２２】以下、この駆動回線について説明する。
【００２３】第１の期間において、全ての走査電極に走
査リセットのための周波数の信号を、全ての信号電極に
データリセットのための周波数の信号を印加し、走査リ
セット信号とデータリセット信号の差からなるリセット
信号を全ての画素を構成する液晶に印加して、全画素を
散乱状態又は透明状態にリセットする。
【００２４】さらに、本発明は、液晶表示素子の駆動方
法において、走査選択信号とデータ信号の差からなる選
択信号を走査選択電極上の画素を構成する液晶複合組成
物に印加して表示状態を選択し、また走査非選択信号と
データ信号の差からなる非選択信号を走査非選択電極上
の画素を構成する液晶複合組成物に印加する書き換え動
作を行うにあたり、選択信号の書き込み周波数信号の効
果が消去周波数信号の効果より十分に大きいことを特徴
としている。
【００２５】次に、本発明の液晶表示素子の製造例につ
いて説明する。
【００２６】まず、２周波駆動液晶としての液晶組成物
（ＤＦ０１ＸＸ、チッソ株式会社）（交差周波数１ｋＨ
ｚ）５０重量部に、ヒドロキシエチルメタクリレート５
０重量部を加え、紫外線反応開始剤２－ヒドロキシ－２
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－メチル－１－フェニルプロパン－１－オン（メルク・
ジャパン社製「ダロキュア１１７３」）３重量部を添加
し、さらに、球経１２ミクロン樹脂性球状スペーサ（積
水ファインケミカル製「ミクロパール」）を０．５重量
部加えて混合を行った。混合後の液体は均一で透明であ
った。
【００２７】この液体を２０本の信号電極が形成された
ガラス板と２０本の走査電極が形成されたガラス板（５
０ｍｍ×５０ｍｍ）との間に挿入し、ＩＴＯガラス板全
体を２５℃に保ち、３ｍｗ／ｃｍ2の紫外線光をＩＴＯ
ガラス板全体に均一に照射しモノマーの重合を行った。
生成した液晶複合組成物の電極間隔は１２μｍである。
【００２８】このようにして走査駆動部の出力端子に接
続された走査電極群と、信号駆動部の出力端子に接続さ
れた信号電極群によりマトリクス状に画素が構成され、
走査電極と信号電極の間に複合組成物成分のうちの一つ
はその誘電率異方性が周波数によって異なる液晶を配置
し、さらに、他の一つは高分子である液晶複合組成物が
配置され、電圧無印加時において散乱状態又は透明状態
又はそれらの中間状態からなる表示状態が安定であるメ
モリー特性を有する液晶表示素子を作製した。この液晶
表示素子は全面に均一な白濁不透明状態であった。
【００２９】この液晶表示素子の透明電極間に８０Ｖｒ
ｍｓ（１００Ｈｚ）の電圧を加えたところ透過率は８５
％となった。その後、電圧を除くと透過率は７５％であ
った。この透過率７５％の透明状態は、室温で３月以上
保持された。透過率が７５％に保持されている液晶表示
素子に１００Ｖｒｍｓ（１００ｋＨｚ）の電圧を加えた
ところ、液晶表示素子全体が白濁した。この素子は電圧
を除去した後も散乱状態を保持した。
〔第１実施例〕本実施例において全画素を最初に散乱状
態とするので、第１の期間において、全ての走査電極に
走査リセットのため高周波数の信号を、全ての信号電極
にデータリセットのため高周波数の信号を印加し、走査
リセット信号とデータリセット信号の差からなるリセッ
ト信号を全ての画素を構成する液晶複合組成物に印加し
て、全画素を散乱状態にリセットする。
【００３０】次に、散乱状態となった全画素のある走査
電極を走査選択電極に選び、その他の走査電極を走査非
選択電極に選び、走査選択電極に書き込みのための低周
波数の走査選択信号を印加し、ついで、消去のための高
周波数の走査選択信号を印加し、同時に走査非選択電極
には書き込みのための低周波数の走査非選択信号を印加
し、ついで、消去のための高周波数の走査非選択信号を
印加し、走査選択信号に同期して信号電極に書き込みの
ための低周波数のデータ信号を印加し、ついで、消去の
ための高周波数のデータ信号を印加し、走査選択信号と
データ信号の差からなる選択信号を走査選択電極上の画
素を構成する液晶複合組成物に印加して表示状態を選択
し、また走査非選択信号とデータ信号の差からなる非選
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択信号を走査非選択電極上の画素を構成する液晶複合組
成物に印加する書き換え動作を行い、その後、次の走査
電極を走査選択電極に選んで前記書き換え動作を行い、
この書き換え動作を繰り返すことで全ての画素を構成す
る液晶複合組成物の表示状態を書き換える第２の期間を
設け、液晶複合組成物のメモリー特性を利用して表示状
態を保つ第３の期間を備える。
【００３１】さらに、本発明はまた走査選択信号とデー
タ信号の差からなる選択信号を走査選択電極上の画素を
構成する液晶複合組成物に印加して表示状態を選択し、
書き換え動作を行うにあたり、選択信号の書き込み周波
数信号の効果が消去周波数信号の効果より十分に大きい
ことを特徴とする。
【００３２】図４は本発明の第１実施例の表示画面を示
す図である。
【００３３】この図にはｍ×ｎのマトリクス状の画素の
一部が示されており、全面散乱状態から、各画素Ｐ１－
１を透明状態に、Ｐ１－２を散乱状態に、Ｐ２－１を散
乱状態に、Ｐ２－２を散乱状態に、Ｐ３－１を散乱状態
に、Ｐ３－２を透明状態に、Ｐ４－１を透明状態に、Ｐ
４－２を透明状態に書き換える場合について示してい
る。
【００３４】図５は本発明の第１実施例の各画素に走査
電極と信号電極から経時的に印加される信号を示す図で
ある。
【００３５】各画素に印加される走査信号は各表の１列
目に示してあり、低周波信号が先に高周波信号が後に印
加される。同様に、各画素に印加されるデータ信号は各
表の１行目に示してあり、低周波信号が先に高周波信号
が後に印加される。各画素には表中の走査信号とデータ
信号の差が印加されることになる。
【００３６】低周波のピーク電圧の単位Ｌと高周波のピ
ーク電圧の単位Ｈは一般に異なるのが常であって、おの
おのの値は散乱画素と透明画素とのコントラストが大き
くなるように実験的に求められる。一般にＬは５Ｖから
８０Ｖが、Ｈは４Ｖから７０Ｖが好ましい。
【００３７】低周波信号のパルス幅ｔＬと高周波信号の
パルス幅ｔＨはお互いに等しくても異なっていてもよ
く、一般に１ミリ秒から１秒の間とされる。
【００３８】（１）選択画素：例えばＰ１－１には書き
込みの２×Ｌの信号が印加される期間があり、ついで、
消去の０×Ｈの信号が印加される期間があるが、その差
は十分に大きく、書き込みデータが消去信号によって消
去されることはない。
【００３９】（２）非選択画素：例えばＰ２－１には１
×Ｌの信号が印加される期間があり、その瞬間には画素
は少し透明状態になる場合があるが、すぐその後の、－
１×Ｈの信号によって画素は散乱状態に戻される。
【００４０】このように、第１実施例によれば、選択さ
れた画素の書き込みは十分に行われ、非選択画素に対す
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7
る書き込みは十分に抑止できるので、高コントラストで
多数画素の表示が可能となる。
〔第２実施例〕全画素をまず透明状態にリセット後に書
き込む場合について述べる。
【００４１】本実施例において全画素を最初に透明状態
とするので、第１の期間において、全ての走査電極に走
査リセットのための低周波数の信号を、全ての信号電極
にデータリセットのための低周波数の信号を印加し、走
査リセット信号とデータリセット信号の差からなるリセ
ット信号を全ての画素を構成する液晶複合組成物に印加
して、全画素を透明状態にリセットする。
【００４２】次に、透明状態となった全画素のある走査
電極を走査選択電極に選び、その他の走査電極を走査非
選択電極に選び、走査選択電極に書き込みのための高周
波数の走査選択信号を印加し、ついで、消去のための低
周波数の走査選択信号を印加し、同時に走査非選択電極
には書き込みのための高周波数の走査非選択信号を印加
し、ついで、消去のための低周波数の走査非選択信号を
印加し、走査選択信号に同期して信号電極に書き込みの
ための高周波数のデータ信号を印加し、ついで、消去の
ための低周波数のデータ信号を印加し、走査選択信号と
データ信号の差からなる選択信号を走査選択電極上の画
素を構成する液晶複合組成物に印加して表示状態を選択
し、また、走査非選択信号とデータ信号の差からなる走
査非選択信号を走査非選択電極上の画素を構成する液晶
複合組成物に印加する書き換え動作を行い、その後、次
の走査電極を走査選択電極に選んで前記書き換え動作を
行い、この書き換え動作を繰り返すことで全ての画素を
構成する液晶の表示状態を書き換えることができる第２
の期間を設け、液晶複合組成物のメモリー特性を利用し
て表示状態を保つ第３の期間を備える。
【００４３】さらに、本発明はまた走査選択信号とデー
タ信号の差からなる選択信号を走査選択電極上の画素を
構成する液晶複合組成物に印加して表示状態を選択し、
書き換え動作を行うにあたり、選択信号の書き込み周波
数信号の効果が消去周波数信号の効果より十分に大きい
ことを特徴とする。
【００４４】図６は本発明の第２実施例の表示画面を示
す図である。
【００４５】この図にはｍ×ｎのマトリクス状の画素の
一部が示されており、全面透明状態から、各画素Ｐ１－
１を散乱状態に、Ｐ１－２を透明状態に、Ｐ２－１を透
明状態に、Ｐ２－２を透明状態に、Ｐ３－１を透明状態
に、Ｐ３－２を散乱状態に、Ｐ４－１を散乱状態に、Ｐ
４－２を散乱状態に書き換える場合について示してい
る。
【００４６】図７は本発明の第２実施例の各画素に走査
電極と信号電極から経時的に印加される信号を示す図で
ある。
【００４７】各画素には印加される走査信号は各表の１
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列目に示してあり、高周波信号が先に低周波信号が後に
印加される。同様に、各画素には印加されるデータ信号
は各表の１行目に示してあり、高周波信号が先に、低周
波信号が後に印加される。各画素には表中の走査信号と
データ信号の差が印加されることになる。
【００４８】高周波のピーク電圧の単位Ｈと低周波のピ
ーク電圧の単位Ｌとは一般に異なるのが常であって、お
のおのの値は散乱画素と透明画素とのコントラストが大
きくなるように実験的に求められる。一般にＨは５Ｖか
ら８０Ｖが、Ｌは４Ｖから７０Ｖが好ましい。
【００４９】また、第１実施例のＨまたはＬと第２実施
例のＨまたはＬは同じであっても異なっていてもよい。
高周波信号のパルス幅ｔＨと低周波信号のパルス幅ｔＬ
はお互いに等しくても異なっていてもよく、一般に１ミ
リ秒から１秒の間とされる。また、第１実施例のｔＨま
たはｔＬと第２実施例のｔＨまたはｔＬは同じであって
も異なっていてもよい。
【００５０】（１）選択画素：例えばＰ１－１には書き
込みの２×Ｈの信号が印加される期間があり、次いで、
消去の０×Ｌの信号が印加される期間があるが、その差
は十分に大きく、書き込みデータが消去信号によって消
去されることはない。
【００５１】（２）非選択画素：例えばＰ２－１には１
×Ｈの信号が印加される期間があり、その瞬間には画素
は少し散乱状態になるが、すぐその後の、－１×Ｌの信
号によって画素は透明状態に戻される。
【００５２】このように、第２実施例によれば、選択さ
れた画素の書き込みは十分に行われ、非選択画素に対す
る書き込みは十分に抑止できるので、高コントラストで
多数画素の表示が可能となる。
【００５３】初期に全面散乱状態にするか、全面透明状
態にするかは第１期間と第２期間の合計が小さい方を選
択すればよい。
〔第３実施例〕図８は本発明の第３実施例の画素に経時
的に印加される信号を示す図である。
【００５４】第１実施例において片パルス直流駆動につ
いて述べたが、液晶表示素子の長寿命化のため、全体と
して交流駆動とすることが望ましい。
【００５５】画素Ｐ１－１について第１実施例のパルス
の後に反対の極性のパルスを印加して全体として交流駆
動とした例を図８に示している。
【００５６】以上、主に散乱状態と透明状態の２値表示
について説明したが、階調表示できることも自明であ
る。
【００５７】〔比較例〕図９は比較例の画素に経時的に
印加される信号を示す図である。
【００５８】この図に第１実施例と構成は同じ素子を低
周波数パルスのみで駆動した場合を示している。走査ラ
イン数が多くなれば選択画素の書き込み信号と非選択画
素に対する書き込み信号の累積効果の比は大きくないの
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で、高コントラストで多数画素の表示が不可能である。
【００５９】なお、本発明は上記実施例に限定されるも
のではなく、本発明の趣旨に基づいて種々の変形が可能
であり、これらを本発明の範囲から排除するものではな
い。
【００６０】
【発明の効果】以上、詳細に説明したように、本発明に
よれば、選択された画素に対する書き込みは十分に行わ
れ、非選択画素に対する書き込みは十分に抑止されるの
で、高コントラストで高密度表示可能なメモリー駆動素
子を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のメモリー性を有する液晶表示素子の基
本構成を示す模式図である。
【図２】本発明にかかる２周波液晶組成物の例を示す図
である。
【図３】本発明にかかる単純マトリクス駆動回路を示す
ブロック図である。
【図４】本発明の第１実施例の表示画面を示す図であ
る。 *
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*【図５】本発明の第１実施例の各画素に経時的に印加さ
れる信号を示す図である。
【図６】本発明の第２実施例の表示画面を示す図であ
る。
【図７】本発明の第２実施例の各画素に経時的に印加さ
れる信号を示す図である。
【図８】本発明の第３実施例の画素Ｐ１－１に経時的に
印加される信号を示す図である。
【図９】比較例の各画素に経時的に印加される信号を示
す図である。
【符号の説明】
１，２    基板
３，４    電極
５    液晶複合組成物
６，７    シール材
１０    走査駆動ＩＣ
１１    信号駆動ＩＣ
Ｒ１～Ｒｍ    走査電極
Ｃ１～Ｃｎ    信号電極

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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